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実際には100 個以上の錆ゴロタ石を加工し研磨したが、個々の錆ゴロタ石の配置や
















2011 年9 月14 日～26 日）に出品した（図5 ）。 また本作品は、会員による審査の結
果「行動美術賞」を受賞し、地方巡回展（大阪展:10 月12 日～16 日／大阪市立美




























1 ）山本学治、『素材 と造形の歴史』、鹿島出版会、2005 年、p.38
2 ）同上、p.42
3 ） ゴロ タ石 （吾朗太石） とは、特定 の鉱物や鉱石 としての地質学上の正式な名称ではなく、ゴ
ロ ゴロ とした石 の形状 に由来して付い た名称 であ ると言 われてお り、道にころかっている丸い
石 や石 ころも含めて、広い範 囲の石 がゴロ タ石 とし て捉 えられている。 国内では、伊勢ゴロ タ
（三重県ト や木曽石ブロ タ（岐阜県）、美濃石 ゴロ タ（岐阜県 ）、揖斐石ゴロタ（岐阜県）などが
代表的である。海外から輸入されるゴロ タ石も多 く、錆ゴロタ石づインド）や真黒石 ゴロタ（イ
ンドネシア）、真黒錆ゴロ タ（インドネシア）などがある。
4 ）小牧市出身の彫刻家6 1945 年生まれ。ドイツにて無所属の彫刻家として活動し、日本、ドイツ、
フ ランス、ス ウェ ーデンなど数多くの国で展覧会を開催。（加藤邦彦・加藤温子 『加藤邦彦 彫刻
作品集 －3 』、1989 年）
5 ）ハ ーバート ・リード、『近代彫刻史』、1995 年、p.161　　　　　　　　　　　＋
6 ） サー・ハ ーバート 。｀エドワード・リー下 （Sir Herbert Edward Read 、1893-1968）は、戦後
の日本 の美術教育 に大 きな影響 を与 えたイギリ スの美術評論家。詩人、文芸評論家、 美術批評




9 ）イサム・ノ グチ、『イサム・ノグチ ある彫刻家の世界』、美術出版社、1969 年、p.48
10）鉄板の厚みは3  mm、6 皿、9  mm、12皿、 一辺 の長さについて は200imn、250iiim、300㎜のものを
そ れぞ れ用 意し、錆 ゴロ タ石 との関係性や配列した際の全体の空 間構成について検討した。厚
みは6  mmとしたが、一辺 の長さについ ては250mm で は少し大きく感じたため240fflmとした。
11）李萬煥、『余白の芸術』、 みすず書房、2000 年、p.168
12）同上、p.169
13）洋画、彫刻の美術 団体。 1945年に結成し、1946 年に第1 回展を開催。以 来毎年秋に全国公募
展を行い、1950年には建畠覚造ら4 名を会員 に迎え彫刻 部が設けられた。（行動美術協会小史、『第
66 回行動展作品集』、 行動美術協会、2011 年、pp.111-140）
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図4　 作品 『大地 の種-'11 』（部 分）
図5　 国立新美術館での作品展示風景（手前が本作品）
